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研究の概要 

現代のアフリカは、紛争によって解体・疲弊した社会秩序をいかに修復・再生させるかという 

課題に直面している。本研究は、アフリカ人がみずから創造・蓄積し、運用してきた知識や制 

度（＝潜在力）を解明し、それを人びとの和解や修復のために活用する道を探究することを目 

的とする。 

研 究 分 野：複合新領域 

科研費の分科・細目：地域研究 

キ ー ワ ー ド：アフリカ、紛争と共生、潜在力、和解と社会的修復、在来の知識や制度 

１．研究開始当初の背景 
 アフリカでは、とくに 1990年代に入ってか
ら大規模な内戦や地域紛争など、多種多様な
紛争・もめ事が頻発した。これに対して国際
社会は、軍事的介入や停戦・和平協定の締結
支援、紛争後の制度構築への協力、国際刑事
裁判所などによる司法介入、NGOなどの市民
社会による支援といったかたちで関与し、一
定の成果をあげてきた。しかし、こうした介
入は欧米出自の思想や価値観にもとづくもの
であり、人々の和解や社会関係の修復には、
あまり効果を発揮していない。 

２．研究の目的 
 本研究は、アフリカ人がみずから創造・蓄
積し、運用してきた知識や制度（＝潜在力）
を明らかにし、それを人びとの和解、社会関
係の修復と共生の実現のために活用する道を
探究する。この潜在力は、固有で不変の実体
ではなく、西欧近代やアラブ／イスラームと
いった外部世界からの影響と、つねに衝突や
接合を繰り返しながら創出・生成されている。 

３．研究の方法 
 本研究では、フィールドワークを基礎とし
た地域研究の方法論によって、以下の課題を
明らかにする。(1 )紛争・もめ事が発生する機
序と実態の解明、(2) アフリカ社会の基礎的な
潜在力の同定、(3) 外部から移入される要素と
在来の潜在力とのインターフェイス機能の解
明、(4) アフリカの潜在力を紛争解決と共生の
実現のために活用する道の探究。 

４．これまでの成果 
(1) アフリカでおこっている紛争の実態 

現在のアフリカで生起している紛争・もめ
事は、国家とローカルな共同体のあいだ、共
同体同士、移住民や外国人労働者と地元民の
あいだ、国際的な組織・企業とローカルな共
同体のあいだなど、複数の主体のあいだで複
雑かつ重層的に生起している。そして、こう
した主体間に明確な境界線を想定すると、し
ばしば現実を誤認することになる。非常にロ
ーカルな紛争にも、国家や国際関係の動向が
つよく影響している場合もある。また、紛争
終結後に被害者の正義をどのように回復し、
いかなる賠償を提供できるのかもアフリカ
各地でおおきな問題となっている。 

(2) 紛争・もめ事を解決し人々の共生を実現
するための「アフリカの潜在力」 

アフリカの各地には、紛争やもめ事を解決し
人々の共生を実現するために自主的に組織・
開催される集会がある。それには誰もが参加
して活発な議論をかわす。聴衆の情動に訴え
るレトリックを駆使した雄弁さと同時に、他
者の発言に辛抱づよく耳を傾ける姿勢が高く
評価され、しばしば「宗教的な正しさ」も言
及される。集会には調停役がおり、人々の創
造的な議論を引き出す役を果たす。ねばりづ
よい折衝のあとで、最後には参加者全員が同
意するかたちで集合的な結論が導かれる。こ
の集会は犯罪者の処罰ではなく、争いの当事
者相互の癒しと共生、そして共同体の調和の
回復に重点をおいている。 
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本研究では上記の集会に代表される「アフ
リカの潜在力」の特質として、「語りの力と聴
く力」「ねばりづよい折衝」「癒しと共生」「調
和の回復」「集合的な判断」の5点を抽出した。 

(3) 社会の外部から移入される知識、技術、
制度と「アフリカの潜在力」の接合 

上記の「アフリカの潜在力」の特徴は、南
アフリカの真実和解委員会やルワンダのガ
チャチャ裁判にも、顕著に発現していた。す
なわち「アフリカの潜在力」は、国家や近代
的裁判との相互関係のなかでも発揮されて
いる。また、ケニアではイスラム教とキリス
ト教の聖職者が共同で組織する団体が地域
の問題解決にあたり、多様な人々が混住する
南アの都市ダーバンでも、人々がもめ事を自
主的に解決する組織が報告されている。人々
は、ローカル NGO や宗教組織などの現代的
な団体を中核としつつ、外来の知識や価値観
（西欧やイスラム世界など）と在来のそれと
を接合し、みずからの生活世界をより良いも
のにするための実践をおこなっている。 

 ただしアフリカでは、上記のような集会を、
いかなるコンテクストにも適用可能な技術
のようにみなし、その実施を専門家にまかせ
て大衆を排除するという「アフリカの潜在
力」の「技術還元化」と、国家や国際機関に
よる「乗っ取りと盗用」もおこっている。 

(4) 「アフリカの潜在力」という概念の彫琢 

「アフリカの潜在力」という概念を彫琢す
るにあたり、単純な二元論（伝統／近代、特
殊的／普遍的、西欧／アフリカなど）は無用
である。「アフリカの潜在力」を本質化した
り、特定の実体をもつものとみなすことはで
きない。また、現実におこっている紛争・共
生のプロセスは複雑で動的なものであり、そ
れにかかわる主体は重層的な関係をもち、相
互に浸透・混合しあう。「伝統」「在来」「エ
スニック」「共同体」といった概念も、所与
のものとみなすことはできず、これらの概念
で指示されるものは実際には可変的・状況依
存的であり、つねに競合や交渉にさらされて
いる。 

歴史的にみて、アフリカでは人々が頻繁な
移動を繰り返し、地域社会は異質な外来者を
取り込みつつ変容してきた（包摂性と流動
性）。また、大多数の人々は隣接民族の言語
を理解する多言語話者であり、民族帰属も状
況依存的であった（複数性と多重性）。さら
にアフリカの人々は、みずからの生活世界を
より良いものにするために、外来の知識や価
値観を必要に応じて取り入れ、異なるものを
接合しつつ新しい知識や制度を創造してき
た（混淆性とブリコラージュ）。「アフリカの
潜在力」を背後から支える論理として、この
三つの特徴を抽出したことは、本研究の重要
な到達点である。 

５．今後の計画 
(1)「全体会議」などで議論を深めるとともに、
現地調査による一次資料収集を継続する。 

(2) 国際人類学民族科学連合中間会議など、
国際学会における成果発表を継続する。 

(3) 第 4 回（2014 年 12 月ヤウンデ）、第 5

回（2015年 8月アジスアベバ）「アフリカ紛
争・共生フォーラム」を開催する。 

(4) 2015 年 12 月に最終的な成果発表の場と
して国際シンポジウムを京都で開催する。 

(5) 英文による 2冊の成果出版を、2014年 8

月と 2015年 3月までにおこなう。 

(6) 和文による 5冊の成果出版を、2016年 3

月までにおこなう。 
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